
ＪＡ八戸『家の光の集い』

地域ふれあい活動（下長）

心に残るぬくもりのある広報誌

ぱ  る  じゃ

JA八戸

No.202

あ
な

たが主役 いっしょに前
へ！

Contents ■新年のご挨拶　　■地域ふれあい活動
■スマホ教室　　　■ＪＡ葬祭「やすらぎの会」会員を募集しています

特 

集

第
13
回
Ｊ
Ａ
八
戸『
家
の
光
の
集
い
』

2026.１



とは、Ｐａｌ＝友達・仲間と、ｊａ＝農協で「みんなＪＡの仲間」であることを表した造語です。

組
合
長
の
主
な
活
動

２3

Ｌ
Ａ
Ｔ
Ｍ
塾

　
〜
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
で
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
目
指
す
〜 

… 

2

新
年
の
ご
挨
拶 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

3

特
集 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

4

　
　
第
13
回
Ｊ
Ａ
八
戸『
家
の
光
の
集
い
』

地
域
ふ
れ
あ
い
活
動 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

6

ス
マ
ホ
教
室 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

6

ト
ピ
ッ
ク
ス 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

7

営
農
情
報
　
栽
培
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン 

…
…
…
…
…
… 

�

家
畜（
牛
・
馬
・
め
ん
羊
・
山
羊
・
豚
・
鶏
等
）を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
飼
育
し
て
い
る
皆
さ
ま
へ 

…
…
… 

�

令
和
７
年
度
第
２
回
八
戸
市
農
業
講
座 

…
…
…
…
…
…
… 

�

Ｊ
Ａ
カ
レ
ン
ダ
ー 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

�

「
家
の
光
」2
月
号
の
ご
紹
介 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

�

活
動
リ
ポ
ー
ト 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

�

理
事
会
だ
よ
り 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

�

Ｊ
Ａ
の
す
が
た 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

�

東
北
農
政
局
青
森
県
拠
点
か
ら
の
お
知
ら
せ 

…
…
…
…
… 

�

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

�

皆
様
の
お
声 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

�

情
報
掲
示
板 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

�

J
A
葬
祭「
や
す
ら
ぎ
の
会
」会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す 

… 

�

ぱ  る  じゃ

　
大
会
に
は
、
今
年
度
Ｌ
Ａ
に

配
属
さ
れ
た
職
員
５
人
が
挑
戦
。

倉
石
支
店
の
鹿
内
夏
実
Ｌ
Ａ
が

塾
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
対
応
力
強
化

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

向
上
を
図
り
、
組
合
員
や
利
用

者
の
満
足
度（
Ｃ
Ｓ
）向
上
に
貢

献
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
今
年

度
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。
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安
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営
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取
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組

ん
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ま
い
り
ま
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。
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強
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な
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し
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役

職
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一
丸
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協
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組
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運
動
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原
点
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あ
る「
対
話
」を
も
と
に
不

断
の
自
己
改
革
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す
す
め
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経
営
基

礎
の
確
立
・
強
化
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
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と
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な
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よ
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祈
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し
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新
春
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ご
挨
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と
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た
し
ま
す
。
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済
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Ｔ
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塾

と
し
て
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ロ
ー
ル
プ
レ
イ
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大
会
を
行
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ま
し
た
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
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申
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上
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照
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常
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営
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経
済
担
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澤
　
幹
　
雄

代
表
理
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常
務（
金
融
・
共
済
担
当
）

　
下
　
村
　
正
　
男

理

　
　事

　
尾
　
形
　
憲
　
男

　
本
　
木
　
裕
　
蔵

　
中
　
里
　
光
　
朋

　
佐
々
木
　
徳
　
志

　
崩
　
　
　
弘
　
幸

　
福
　
山
　
義
　
幸

　
竹
　
原
　
道
　
明

　
羽
　
柴
　
廣
　
美

　
加
　
藤
　
浩
　
幸

　
向
　
井
　
成
　
男

　
赤
　
石
　
　
　
裕

　
下
　
沢
　
隆
　
幸

　
佐
々
木
　
耕
　
二

　
工
　
藤
　
史
　
法

　
森
　
　
　
　
　
司

　
市
　
村
　
文
　
子

　
永
　
野
　
ひ
と
み

代
表
監
事

　
久
　
保
　
信
　
明

常
勤
監
事

　
中
　
澤
　
　
　
裕

監

　
　事

　
下
　
沢
　
育
　
男

　
新
井
田
　
文
　
雄

　
中
　
里
　
浩
　
光

㈱
ぱ
る
じ
ゃ
サ
ー
ビ
ス
取
締
役
専
務

　
高
　
森
　
秀
　
樹

ほ
か
Ｊ
Ａ
八
戸
グ
ル
ー
プ
一
同

新

年
の
ご
挨
拶

代
表
理
事
組
合
長

  

若 

林

　政 

秀

ぱ
る
じ
ゃ 

も
く
じ

１
月
号

▲ 大会の様子

▲ 塾長賞を受賞した鹿内ＬＡ（右）

▲ ＪＡ八戸組合長杯サッカー大会

▲ やすらぎホール南部内覧会

▲ ながいも作柄検討会

▲ 常勤役員・女性理事と女性部役員との意見交換会

▲ キッズあぐり塾

▲ ＪＡ八戸グループ感謝祭

Ｌ
Ａ
Ｔ
Ｍ
塾

〜
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
で

　
　
　
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
目
指
す
〜
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教
育
情
報
誌『
家
の
光
』三
誌
の
購

読
者
を
対
象
に
、
日
頃
の
感
謝
を
伝

え
る
と
と
も
に
Ｊ
Ａ
教
育
文
化
活
動

へ
の
理
解
を
深
め
、
元
気
な
地
域
づ

く
り
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
に

開
催
し
、
53
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
若
林
政
秀
組
合
長
は「
家
の
光
を
購

読
い
た
だ
き
、
農
業
、
食
料
、
地
域

の
こ
と
を
勉
強
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
家
の
光
三
誌
を
購
読
い

た
だ
き
、
皆
さ
ん
の
生
活
の
糧
に
し

て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　
記
事
活
用
体
験
発
表
で
は
、
家
の

光
購
読
者
の
佐
々
木
美
代
子
さ
ん（
女

性
部
ま
べ
ち
支
部
）、
谷
地
村
和
子
さ

ん（
女
性
部
五
戸
支
部
）が
発
表
を
行

い
ま
し
た
。

　
佐
々
木
さ
ん
は
「
家
の
光
を
活
用

し
、
若
い
仲
間
の
輪
を
広
げ
、
女
性

組
織
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
。
ま

た
、
家
の
光
で
軽
ト
ラ
市
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
来
年
も
負
け
ず
劣
ら
ず

楽
し
く
取
り
組
み
た
い
」と
発
表
し
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
、
谷
地
村
さ
ん
は「
健
康
、

料
理
や
防
災
な
ど
女
性
部
の
地
区
活

動
や
日
々
の
生
活
に
、
家
の
光
を
活

用
し
て
お
り
、
心
を
支
え
て
く
れ
る

雑
誌
で
す
」と
話
し
ま
し
た
。

　
第
57
次
南
極
観
測
隊
で
調
理
隊
員

と
し
て
、
１
年
４
カ
月
南
極
で
生
活

し
、「
悪
魔
の
お
に
ぎ
り
」を
考
案
し

た
渡
貫
淳
子
さ
ん
が「
南
極
で
の
生
活

で
学
ん
だ
　

食
の
大
切
さ
と
防
災
へ
の

備
え
」と
題
し
講
演
。
八
戸
市
出
身
の

渡
貫
さ
ん
は
、「
南
部
弁
」を
交
え
な

が
ら
、
参
加
者
へ
わ
か
り
や
す
く
楽

し
く
説
明
し
ま
し
た
。
食
料
を
運
べ

る
の
は
年
に
一
度
で
、
生
野
菜
が
不

足
し
、
水
・
ご
み
・
排
水
の
制
約
も

あ
る
特
殊
な
条
件
下
で
の
生
活
を
紹

介
。
食
事
は
、
メ
ン
タ
ル
や
活
力
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る

と
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
渡
貫
さ
ん
は
「
会
場
の

皆
さ
ん
が
手
を
携
え
た
ら
、
災
害
を

乗
り
越
え
ら
れ
る
つ
な
が
り
は
既
に
あ

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
」と
話
し
、「
食

品
ロ
ス
や
環
境
問
題
と
何
を
し
た
ら

よ
い
か
わ
か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

知
っ
て
も
ら
う
だ
け
で
意
識
に
つ
な

が
り
ま
す
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
お
楽
し
み
抽
選
会
で
は
、
渡
貫
さ

ん
の
著
書「
南
極
の
食
卓
　

女
性
料
理

人
が
極
限
の
地
で
見
つ
け
た
暮
ら
し

の
知
恵
」や
冬
の
花「
プ
リ
ム
ラ
・
ポ

リ
ア
ン
サ
」、
な
べ
焼
き
う
ど
ん
な
ど

の
ほ
か
、
最
後
に「
シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
」

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
は
12
月
６
日
、
ユ
ー
ト
リ
ー
で
第
13
回
Ｊ
Ａ
八
戸『
家
の

光
の
集
い
』を
開
催
し
ま
し
た
。

▲ 記事活用体験発表をする佐々木さん

▲ 記事活用体験発表をする谷地村さん

▲ あいさつをする若林組合長

▲ 講演をする渡貫さん

▲ 講演に耳を傾ける参加者

▲ 渡貫さんの著書が当たった参加者

▲ シンビジウムが当たった参加者 ▲ 景品が当たり喜ぶ参加者

第
１３
回
Ｊ
Ａ
八
戸
『家
の
光
の
集
い
』
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ス
マ
ホ
教
室
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
慣
れ

親
し
ん
で
も
ら
う
と
と
も
に
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
ア

プ
リ
や
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
の
利
用
促
進
を
目
的

に
開
催
し
、
今
年
で
３
年
目
と
な
り
ま
す
。

　
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
根
城
店
の
ス
タ
ッ
フ
３

人
が
講
師
を
務
め
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
安

心
・
安
全
に
利
用
す
る
た
め
に
偽
サ
イ
ト
の

見
分
け
方
を
学
び
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
講
師

は
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
等
の
メ
ー
ル
に
つ
い

て
の
注
意
点
を
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
参

加
者
は
災
害
に
備
え
る
た
め
、
災
害
時
に
役

立
つ
機
能
や
ア
プ
リ
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は「
ス
マ

ホ
の
ラ
イ
ト
と
水
が

入
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
で
電
灯
の
代
わ
り

に
な
る
こ
と
を
初
め

て
知
り
ま
し
た
。
他

に
も
災
害
時
に
役
立

つ
情
報
が
得
ら
れ
て

よ
か
っ
た
」と
話
し

ま
し
た
。

67

お
正
月
を
手
作
り

　し
め
飾
り
で
迎
え
て

お
正
月
を
手
作
り

　し
め
飾
り
で
迎
え
て

ス
マ
ホ
教
室

　
女
性
部
市
川
地
区
の
川
口
ト

ミ
エ
地
区
長
を
中
心
に
、
地
区

の
部
員
が
講
師
と
な
り
、
し
め

飾
り
を
作
り
ま
し
た
。
し
め
飾

り
の
わ
ら
は
、
事
前
に
部
員
が

霧
吹
き
を
か
け
、
棒
で
た
た

き
、
柔
ら
か
く
し
た
も
の
を
使

用
し
ま
し
た
。
初
体
験
と
い
う

参
加
者
が
多
く
、
親
子
で「
わ
ら

を
膝
で
押
さ
え
な
が
ら
、
編
み

込
む
の
が
難
し
い
」と
苦
戦
。

部
員
か
ら
指
導
を
受
け
、
扇
子

な
ど
で
飾
り
付
け
を
し
、
き
れ

い
な
し
め
飾
り
を
完
成
さ
せ
ま

し
た
。

　
終
了
後
に
は
、
児
童
を
対
象

と
し
た
餅
つ
き
体
験
を
行
い
、

児
童
は
重
い
杵
を
持
ち
、
力
強

く
餅
を
つ
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
食
農
ク
イ
ズ
や
女
性
部
特

製
の
鶏
汁
、
市
川
町
産
の
イ
チ

ゴ
を
使
っ
た
イ
チ
ゴ
ジ
ュ
ー
ス

や
つ
い
た
お
餅
な
ど
を
食
べ
、

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気

で
ふ
れ
あ
い
活
動
を
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

　
田
嶋
清
支
店
運
営
委
員
長
は

「
し
め
飾
り
は
、
手
作
り
の
た

め
買
っ
て
き
た
も
の
と
は
一
味

違
っ
た
も
の
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
家
の
玄
関
に

飾
っ
て
、
年
を
越
し
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
児
童
は「
杵
が
重

か
っ
た
け
ど
、
お
餅
を
つ
け

楽
し
か
っ
た
。
食
事
も
お
い

し
か
っ
た
」と
感
想
を
述
べ
ま

し
た
。

ト ピ ッ ク ス
ねぎ販売報告　Ａ品率前年を上回る

　振興野菜専門部は12月８日、五戸営農センター（西部）で、寒締め
ちぢみほうれん草の目揃い会を行いました。
　生産者が持ち寄った「寒締めちぢみほうれん草」の糖度を計測。11人
全員のほうれん草が糖度８度以上の結果となりました。
　荻野暉販売担当は形状、色沢、株ぞろいが良好なことや糖度８度以
上であることなど出荷規格を説明し、「他産地よりも品質がいいと評判
です。３月に入ると価格も下がってくるので、12月下旬から２月上旬
にかけて出荷してください」と説明しました。
　谷地村哲也指導員は「ハウスの側窓を開放して冷気にあて、少しでも
糖度をあげるよう品質向上に努めてほしい」と生産者へ呼びかけました。

　ねぎ専門部八戸支部は12月４日、八戸パークホテル
で開いた販売報告会を行い、生産者やＪＡ職員、市場
関係者ら37人が参加しました。堰合繁支部長は「今後
の目標として、Ａ品率65％以上を目指し、10ａあたり
最低750ケースを目指していきたいので、指導力の
強化をお願いしたい」とあいさつ。
　生育経過について、八戸営農センターの盛幸弘係長
は「春先の土壌乾燥、夏場の高温に悩まされたが、２Ｌ
率、Ａ品率も前年を上回っています。異常気象に負け
ず対応できる生産者が多くなり、技術の向上を感じま
す」と報告しました。

　販売経過は、同センターの三浦義博販売担当が行い、「出荷ピーク時には、県産でＬ級中心の販売
となったことや他東北産では太物の発生が少なく、総大量が平年よりも少なく推移したことで、価格は
強含みとなりました。価格は堅調に推移しました」と説明しました。

　営農経済部は12月11日、八戸パークホテルで令和７年
度肥料・農薬試験結果報告会を行い、肥料農薬資材メー
カーなどの関係者やＪＡ役職員70人が参加しました。
　金澤幹雄営農経済担当常務は「お互いに疑問に思った
部分は質問しあい、生産者がよりよい生産になるように
努めてください」と呼びかけました。
　この報告会は、品質向上や収量の増加や低コスト化の
ため、組合員へ提供する新たな農業資材の検討を目的に
毎年開催しています。
　ＪＡは、農作物20品目に対し、メーカー27社と肥料、

農薬や資材などを検討し、営農指導員が品目ごとに生育、防除、使用方法などの試験結果を報告しまし
た。試験結果を参考に、メーカーへ次年度の再試験に向け要望を出していくとともに、効果が期待できる
肥料や農薬などについては、春資材予約注文書へ記載し、生産者へ情報提供していきます。

肥料・農薬試験結果報告会
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。
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地域ふれあい活動



　
ス
マ
ホ
教
室
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
慣
れ

親
し
ん
で
も
ら
う
と
と
も
に
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
ア

プ
リ
や
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
の
利
用
促
進
を
目
的

に
開
催
し
、
今
年
で
３
年
目
と
な
り
ま
す
。

　
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
根
城
店
の
ス
タ
ッ
フ
３

人
が
講
師
を
務
め
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
安

心
・
安
全
に
利
用
す
る
た
め
に
偽
サ
イ
ト
の

見
分
け
方
を
学
び
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
講
師

は
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
等
の
メ
ー
ル
に
つ
い

て
の
注
意
点
を
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
参

加
者
は
災
害
に
備
え
る
た
め
、
災
害
時
に
役

立
つ
機
能
や
ア
プ
リ
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は「
ス
マ

ホ
の
ラ
イ
ト
と
水
が

入
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
で
電
灯
の
代
わ
り

に
な
る
こ
と
を
初
め

て
知
り
ま
し
た
。
他

に
も
災
害
時
に
役
立

つ
情
報
が
得
ら
れ
て

よ
か
っ
た
」と
話
し

ま
し
た
。
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講
師
と
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り
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し
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飾
り
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作
り
ま
し
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し
め
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り
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わ
ら
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事
前
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部
員
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霧
吹
き
を
か
け
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棒
で
た
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き
、
柔
ら
か
く
し
た
も
の
を
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用
し
ま
し
た
。
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体
験
と
い
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参
加
者
が
多
く
、
親
子
で「
わ
ら

を
膝
で
押
さ
え
な
が
ら
、
編
み

込
む
の
が
難
し
い
」と
苦
戦
。

部
員
か
ら
指
導
を
受
け
、
扇
子

な
ど
で
飾
り
付
け
を
し
、
き
れ

い
な
し
め
飾
り
を
完
成
さ
せ
ま

し
た
。

　
終
了
後
に
は
、
児
童
を
対
象

と
し
た
餅
つ
き
体
験
を
行
い
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重
い
杵
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持
ち
、
力
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く
餅
を
つ
き
ま
し
た
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さ
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に
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食
農
ク
イ
ズ
や
女
性
部
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製
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鶏
汁
、
市
川
町
産
の
イ
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ゴ
を
使
っ
た
イ
チ
ゴ
ジ
ュ
ー
ス

や
つ
い
た
お
餅
な
ど
を
食
べ
、

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気

で
ふ
れ
あ
い
活
動
を
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

　
田
嶋
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店
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営
委
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長
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め
飾
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手
作
り
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め
買
っ
て
き
た
も
の
と
は
一
味

違
っ
た
も
の
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
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ぜ
ひ
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の
玄
関
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飾
っ
て
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を
越
し
て
ほ
し
い
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呼
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か
け
ま
し
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。
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児
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杵
が
重

か
っ
た
け
ど
、
お
餅
を
つ
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か
っ
た
。
食
事
も
お
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し
か
っ
た
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述
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し
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　金澤幹雄営農経済担当常務は「お互いに疑問に思った
部分は質問しあい、生産者がよりよい生産になるように
努めてください」と呼びかけました。
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ト ピ ッ ク ス

　ＪＡは12月11日、自衛隊定年退職予定者を対象とした企業
見学を行い、隊員が管内の施設を見学しました。
　営農経済部の庭田浩克次長が管内の支店や施設を案内し、
業務内容や作業の流れについて説明しました。隊員は、庭田
次長の説明に耳を傾け、積極的に質問し、就業への高い関心
をみせました。さらに、ＪＡの役割や地域農業を支える取り
組みについて理解を深めました。
　ＪＡでは、今後も、地域や関係機関と連携し、地域に根差
した人材交流や雇用創出に取り組んでいきます。

　下長支店は12月３日、岩手県のアグリパークおお
さわで年金友の会集いを開催し、会員26人が参加しま
した。
　中村マリ子会長のあいさつ、大村信雄委員の乾杯で
はじまりました。豪華な食事に舌鼓を打ち、のんびり
と入浴を楽しみました。また、カラオケや踊りで交流
を深め、参加者全員で八幡馬を踊り、集いを締めくく
りました。
　参加者は「友達も紹介し、来年も参加します」と話し、
満足した様子でした。

　ＪＡは12月19日、八戸プラザホテルアーバン
ホールで令和８年ＪＡ八戸りんご病害虫防除暦
検討会を開催し、生産者、関係機関、ＪＡ職員
など合わせて約140人が参加しました。
　令和７年産青森県全域のりんごの生育状況を
全農あおもりの佐藤滉士さん、県南地域の病害虫
の発生状況や来年の県の防除暦の改訂点を農業
普及振興室の工藤悠主査が説明しました。
　さらに、五戸営農センターの谷地村哲也指導
員が、令和８年ＪＡ八戸りんご病害虫防除暦に
ついて説明し、適期に基準量を丁寧に散布する
ように呼びかけました。
　また、農薬情勢について全農あおもりから報告があったほか、各メーカーより農薬の商品説明が行わ
れました。
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自衛隊定年退職予定者への企業見学

りんご防除暦検討会

下長支店　年金友の会集い

　三戸支店は12月４日、六ヶ所村のスパハウス
ろっかぽっかでの年金友の会の集いを行いまし
た。六ヶ所原燃ＰＲセンターで原子燃料サイク
ル施設について学んだほか、六ヶ所村立郷土館
へも立ち寄り、古代からの歴史を伝える展示物
を鑑賞しました。
　集いでは下村正男信用・共済担当常務のあい
さつ、大羽沢副会長の乾杯ではじまり、会員は
食事やお酒を楽しみ交流を深めました。また、
自然を満喫しながらお風呂をゆったり楽しんだ
ほか、じゃんけん大会やカラオケで自慢の歌声
を披露してもらいました。
　参加者は「今回田子地区と三戸地区が統合し最初の集いになりましたが、よい交流ができ今後は一緒
に活動していく流れを作れた」と感想を述べました。

三戸支店　年金友の会集い

　共済部は、12月８日に発生した青森県東方沖地震を受け、翌日
より契約者宅の被害状況を確認するための現地調査をＬＡ（ライフ
アドバイザー）による損害調査が本格的に始まりました。11日に
は、ＪＡ共済連全国本部より鑑定人15名が派遣され調査班を編成
し、早期の共済金支払いにつなげるため、鑑定人は損害箇所を
一つひとつ確認し、写真を撮影しながら丁寧に説明しました。
　立ち会ったＬＡは「契約者の不安に寄り添う姿が印象的だった」
と話していました。12月24日時点で当ＪＡ管内は241件の被害
届け出が出されており、これまでに225件の被害調査が完了。
今回の地震では、家財道具の破損も多く見受けられました。災害
は事前の備えが大事です。ＪＡでは建物更生共済と併せて家財
の保障をお勧めしており「Ｍｙ家財キャンペーン」を実施してい
ます。

ＬＡによる地震被害調査
　ＪＡは12月８日、『広報誌発行200号記念
キャンペーン』の抽選会を行い、当選者が
決定しました。
　このキャンペーンは、広報誌『Palja（ぱる
じゃ）』が11月号において、発行200号になっ
たことを記念し、読者の皆様を対象に日頃
の感謝を伝えるために行いました。
　応募総数は130枚。景品は、特産品である
「ながいも」や「ゼネラル・レクラーク」などを
詰め合わせた「まるごと八戸」と、管内産の
酒米を使用した八戸酒造「陸奥八仙」の２種類
としました。当選者は各賞品10人ずつの合計
20人が当選しました。

広報誌発行200号記念キャンペーン　当選者決定！

▲  施設を案内する庭田次長

▲  損害箇所を確認する鑑定人（左）

▲  集いを堪能した会員

▲  集いを満喫した会員

▲  検討会の様子

▲  抽選をする常勤役員
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令和７年産米の
集荷・検査状況
について

登録検査機関：八戸農業協同組合

営農経済部 米穀畜産課

境　　　知　徳

     令和７年産米の集荷・検査結果について１
　令和７年産は、６月以降平均気温が高く日照時間も多かったため、生育・登熟とも進み刈取適期
が昨年同様に早まりました。
　作柄については、全もみ数は平年よりやや少なかったものの、出穂期以降も天候に恵まれたこと
から作況単収指数は103となり、南部・下北地域の10アールあたりの収穫量は592㎏となりました。
　当ＪＡの12月10日現在の集荷状況は、契約数量に対し集荷率は98.3％（前年同期76.2％）。１等
米比率は90.4％（前年同期92.3％）となり、昨年よりやや下回りました。

　６年産は５年産の民間在庫が少なくなった影響により引合いが強くなり米価が上昇しました。
その影響から７年産は米業者の集荷競争が白熱し米価は依然として高止まりしております。
　令和８年産においても、需要に応じた適正な取り組みを継続することが米価の維持につながる
ことから以下の点に注意し「安全・安心」な良質米生産に努めましょう。

①７年産米における落等理由の約８割が「着色粒」となっております。着色粒混入防止のために、
カメムシの適期防除を徹底、地域全体で畦畔等の適期草刈りを実施しましょう。特に共同乾燥
調製施設（ＣＥ・ＲＣ）を利用される方は、施設全体の米の品質（検査結果等）に影響が及びま
すので防除を徹底しましょう。

②胴割れ、充実不足による落等の防止には、気温に合わせた水管理をするため畦畔を高くし高温
の場合にはかけ流し、低温の場合には水深10㎝以上を確保できるようにしましょう。また、
適期刈り取り、適正な乾燥・調製に努めましょう。

③複数の品種を作付けする生産者は、異品種混入の無いよう作業工程には十分に注意しましょう。

２     令和８年産米の生産について

八戸営農センター（中央）　TEL：0178 － 70 － 4051
八戸営農センター（南部）　TEL：0178 － 83 － 2781
五戸営農センター（西部）　TEL：0178 － 78 － 2003
五戸営農センター（東部）　TEL：0178 － 68 － 2212

三戸営農センター（三戸）　TEL：0179 － 23 － 3811
三戸営農センター（田子）　TEL：0179 － 20 － 7711
営農経済部　指導課  　　　TEL：0178 － 61 － 6334

米についてのお問い合わせ

営農
情報

※三戸管内の酒米の特等については、１等に加算（委託販売米のみ）

出荷契約数量 集荷数量 集 荷 率
等　級　比　率

１　等 ２　等 ３　等

149,185 146,587 90.4% 7.4% 2.2%98.3%

●管内の集荷状況（主食用米及び酒米） 　（単位：30㎏袋）

営農情報 栽培インフォメーション

　家畜を飼っているすべての方は、家畜の伝染性疾病の発生予防やまん延を防止すること
を目的とした「家畜伝染病予防法」により、年一回、その飼育状況を報告することが法律で
義務付けられています。
　令和８年２月１日現在の状況について、報告書を作成し提出してください。

対 象 家 畜  … 牛、水牛、鹿、馬、めん羊、山羊、豚、いのしし、鶏（シャモ、チャボ、ウコッケイ
　　　　　　等を含む）、あひる、うずら、きじ、だちょう、ほろほろ鳥及び七面鳥
　　　　　　なお、愛玩用（ペット）として少数を飼育する場合であっても報告が必要です。
報 告 様 式  … 八戸家畜保健衛生所または【市町村畜産担当課窓口】で配布
　　　　　　（八戸家畜保健衛生所ウェブサイトからダウンロード可）
提 出 期 日  … 令和８年３月６日（金）まで
提 出 方 法  … ①郵送、ＦＡＸ、電子メールまたは持参
　　　　　　②農林水産省共通申請サービス（ｅＭＡＦＦ）
提 出 先  … 八戸家畜保健衛生所または
　　　　　　【市町村畜産担当課窓口】（※提出方法①の場合）
問い合わせ先  … 八戸家畜保健衛生所　ＴＥＬ：０１７８－２７－７４１５　  ＦＡＸ：０１７８－２７－７４１８

　農業の生産性の向上と経営の安定を図るため、農業の優れた知識や新たな技術を紹介
する講座です。

問い合わせ先   農業経営振興センター　ＴＥＬ：0178－27－9163　 FAX：0178－27－9166  ※申し込み不要

会　　  場   農業経営振興センター　住所：八戸市大字尻内町字毛合清水29

家畜（牛・馬・めん羊・山羊・豚・鶏等）を飼育している皆さまへ

令和７年度第２回八戸市農業講座

13時00分
〜

14時30分
（90分）

日　　時 内　　容 講　　師

14時45分
〜

16時15分
（90分）
13時00分

〜
14時30分
（90分）
13時00分

〜
14時30分
（90分）
14時45分

〜
15時45分
（60分）

農作物野生鳥獣被害対策
アドバイザー
　岩手県農林水産部  農業普及技術課

中　森　忠　義 氏

農作物野生鳥獣被害対策
アドバイザー
　雫石町役場　上下水道課

谷　崎　　　修 氏

株式会社吉田産業
海洋気象事業部
　所長（気象予報士）

田　嶋　研　逸 氏

東京農業大学　名誉教授
全国土の会　　会　長

後　藤　逸　男 氏

社会福祉法人ユートピアの会
　事務長　沼　田　智　美 氏
なんごうゆめファーム
　代　表　鈴　木　正　樹 氏

一般社団法人ＭＯＡ自然農法
文化事業団東北支所
　支所長　清　水　幸　一 氏

●鳥獣対策
狩るより刈って電気柵（野生獣に
負けないぞ、岩手県の事例報告）

●気象
続く猛暑、どうなる令和８年八戸
の天候

●土壌
国内肥料資源を活用した環境に
やさしい農業の実施

●有機農業
有機農業で得た栽培技術

●農福連携
農業と福祉の協働が生む価値

１月27日
（火）

１月26日
（月）

１月28日
（水）
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職 　 　 員
（ 準 職 員 含 む ）

貯 　 　 金

Ｊ Ａ の す が た
令和７年12月末現在

貸 出 金
長期共済保有高

出 資 金

組 合 員 数

役 　 　 員

購買品供給高

販売品販売高

理事会だより

288人

345億円
3,117億円
30.5億円
（令和６年度）

94.2億円
（令和６年度）

正    ９，４５３人
准    ４，７４７人
計 １４，２００人

27人

960億円
34.7億円

定例理事会（12／26開催）
案　　件

議案第１号　アパート等事業資金の貸付承認に
ついて

議案第２号　農林中央金庫への増資について

報告事項

第　１　号　組合員の加入及び脱退等について

第　２　号　監事監査報告書について

第　３　号　内部監査報告書について

第　４　号　貸付条件変更について

第　５　号　電子インボイス閲覧システム利用
規定の制定について

第　６　号　貸付要項の一部変更について

第　７　号　葬祭事業に関する要領の一部変更
について

第　８　号　マネー・ローンダリング等の防止
にかかる対応状況について

第　９　号　ＪＡ八戸グループ感謝祭の実績に
ついて

第　10　号　令和７年度一般増資運動実施要領
について

第　11　号　人事異動について

第　12　号　各部の事業実績並びに業務報告に
ついて

第　13　号　常勤役員・参事の主要行事出席と
行事予定について

JAカレンダー

得する・役に立つ・元気が出る「家の光」２月号のご紹介

定価 900円（税込）

ご購読のお申し込みは各支店窓口までどうぞ！！

定価 900円（税込）

ご購読のお申し込みは各支店窓口までどうぞ！！

・ひと目でわかる！ 食と農のいま 第６回
　ブラジルが、世界最大の
　大豆の生産・輸出国！
・第23回 ザ・地産地消 家の光料理コンテスト 結果発表

〈特集〉
ロスになりがちな
食材を使いきる
わたしの
「もったいない」
レシピ

2026年（令和８年） ２月

農ライフのすすめ
健康によい＆育てやすい
野菜の種プレゼント
　毎年好評の野菜の種プレゼント企画！
　いつもと違う新しい野菜をつくってみま
せんか？はがきで簡単に応募できます！

1213
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日
2
月

3
火
●野菜生産販売検討会（根菜・振興野菜）
　（八戸プラザホテルアーバンホール）

4
水
5
木 ●木曜の市（㈱ぱるじゃサービス本社）

6
金 ●金曜の市（㈱ぱるじゃサービス是川）

7
土
8
日
9
月
10
火
11
水 ●建国記念の日

12
木 ●木曜の市（㈱ぱるじゃサービス本社）

13
金 ●金曜の市（㈱ぱるじゃサービス是川）

14
土

15
日
16
月

17
火
●令和７年度青壮年部通常総会（八戸パークホテル）
●年金相談会（三戸支店）

18
水 ●畜産総合部会通常総会（八戸パークホテル）

19
木 ●木曜の市（㈱ぱるじゃサービス本社）

20
金 ●金曜の市（㈱ぱるじゃサービス是川）

21
土 ●ローン相談会（下長支店）

22
日
23
月 ●天皇誕生日

24
火
25
水 ●花き生産販売検討会・通常総会（アピル五戸）

26
木 ●木曜の市（㈱ぱるじゃサービス本社）

27
金
●定例理事会（営農経済本部）
●金曜の市（㈱ぱるじゃサービス是川）

28
土

活 動 リ ポ ー ト Report

令和７年度青森県家の光大会
女性部

　ＪＡ青森中央会と青森県ＪＡ女性組織
協議会は12月９日、県農協会館で令和
７年度青森県家の光大会を開きました。
記事活用体験発表大会において、五戸
支部の畑中とわさんが出場し、優秀賞
を受賞しました。

　畑中さんは「『家の光』記事活用により力を得て」と題し、「さっとカブ
リーナ」、「ＰＰバンドのミニチュア
バスケット」や「塩こうじ入り枝豆ごは
ん」などを講習会で作り、家の光を地区
の活動で活用していることを発表。
さらに、「畑の時間」を参考にサツマイモ
を植え、軽トラ市やこども宅食「おす
そわけ便」へ提供できたことを紹介し
ました。

第50回青森県ＪＡ青年大会
青壮年部

　青森県農協青年部協議会は12月５日、
県農協会館で第50回青森県ＪＡ青年大会
を開きました。ＪＡ青年の主張発表に
おいて、八戸支部の三浦義博さんが出場
し優秀賞を受賞しました。
　三浦さんは、農家の長男として育ちな
がらも、収入が安定せず、朝から晩まで

働く両親をみて、農家にはなりたくないと考えていました。しかし、
農家を継いだ友人からの言葉をきっかけに、うまくやると自由な時間
を自分で作ることができることから、作業
を手伝いながら、ゆくゆくは農家を継ごう
と考え直したと発表。さらに、地域の活動
にも積極的に参加し周囲の農家から情報
をいただき、ゆとりある農業を目指しなが
ら、親が築いた家や土地財産を守る農業
を目指したいと話しました。

多肉植物の寄せ植え
女性部  五戸支部

　五戸支部は11月28日、
五戸支店と五戸営農センター
（西部）の２ヶ所で多肉植物
の寄せ植え講習会を行い、
部員50人が参加しました。
ＪＡ八戸の職員２人が講師
を務め、多肉植物の種類や
特徴を教えました。参加者
は、エケベリアやセダムを
使い、「水や肥料をあげる
タイミングは？」など、講師
に聞きながら、思い思いの
作品を作りあげました。

▲ 優秀賞を受賞した畑中さん（右）

▲ 優秀賞を受賞した三浦さん（左）
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15 14

　今年はＪＡ八戸の通信販売
にて、お座敷こたつを購入さ
せていただきました。おかげ
様で立ち座りが楽で助かって
おります。

八戸市南郷（Ｎさん）

　紹介されたサツマイモの豚汁、
とってもおいしかったです。

南部町苫米地（Ｎさん）

　自分で育てた野菜の漬物が
おいしくできて食べすぎて
困ります。

新郷村西越（Ｎさん）

　キッズあぐり塾、子どもが
小さい頃、参加させたかった
なあと、今はもう成人した子
どもたちを見て懐かしんでい
ます。

八戸市尻内町（Ｋさん）

編集後記

 あけましておめでとうござ
います。今年も広報誌「Palja」
をよろしくお願いいたします。
皆様のご多幸とご健康をお祈
りし、心豊かな一年になること
を願っております。○た

ローン相談会
農家組合員以外の方でも是非ご相談ください！！

平日はお忙しいお客様と土曜日に
ご相談させていただきます。
ご予約のない方もお気軽にご来場くださいませ。 情報　

掲示板
■ローン相談会のお問い合わせはお気軽にこちらまで
　〈下長支店〉ＴＥＬ：0178－20－1391

　　　　 　住　所：八戸市大字河原木字河原木後10

土令和８年２月21日開催日

午前９時～正午時　間

下長中
○文

至
階
上
町

至おいらせ町

会場

●ドコモショップ下長

デープロ●

ユニバース●

●
トヨタカローラ八戸

下長支店

ガソリンスタンド
●下長小○文

45

会場ご案内図

『ＪＡとのお取引はこれから』というお客様もお気軽にどうぞ!! 

クロスワードの答えの応募方法クロスワードの答えの応募方法

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
「ホシガキ」

クロスワードを解いて、Ａ→Ｄの二重ワクの
文字を順に並べてできた言葉が答えです。

※ご意見・ご感想が記載されていないハガキは抽選の対象から省かせていただきますので、
ご了承ください。
※ご意見・ご感想が記載されていないハガキは抽選の対象から省かせていただきますので、
ご了承ください。

賞品の発送をもって当選
発表とさせていただきます。

12月号の当選者
おめでとう
ございます

（出題）ニコリ

クロスワード

頭の体操

タテのカギ ヨコのカギ

※ご応募いただいた皆様の個人
情報は、「皆様のお声」コーナー
でのご紹介及び、クイズ当選者へ
の賞品発送にのみ、使用させて
いただきます。

　

２月15日の
消印まで有効

しめ切り
郵 便 は が き

●
答
え
　
○
○
○
○

●
郵
便
番
号

●
住
所

●
氏
名

●
電
話
番
号

●
本
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想

  

な
ん
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

青
森
県
八
戸
市
大
字

　
尻
内
町
字
内
矢
沢
２
番
地
５

Ｊ
Ａ
八
戸

　
　 

総
務
課
行

０３９ １１０１85

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ E
「サンガニチ」

　ハガキに「クロスワードの答え」と「ＪＡや本誌に対するご意見・
ご感想」をご記入の上、どしどしご応募ください。
　正解者の中から抽選でグリーンセンター・ＪＡ農産物直売所・
㈱ぱるじゃサービス各給油所・Ａコープ店で利用できる商品券
1,000円分を５名様に差し上げます。

12月号のクロスワードの答え

皆様のお声
皆様からいただいた
ご意見・ご感想を
ご紹介いたします

東北農政局青森県拠点からのお知らせ

「みどりチェック」に取り組みましょう！
（農林水産省の全補助事業に対する環境配慮のチェック・要件化について）
みどりチェック（農林水産省の全補助事業に対する環境配慮のチェック・要件化）とは、

各種の補助事業で環境にやさしい最低限の取組を要件にすることです。

　農林水産省では、令和６年度から全ての補助事業等で「みどりチェック」を導入し、環境にやさしい農林
漁業のための最低限の取組を、事業申請時にチェックシートで提出し、実践していただくことを要件と
しています。令和７年度からは、事業報告時のチェックシート提出と取組内容の確認も始まりますので、

「みどりチェック」へのご理解と取組の実践をお願いします。

みどりチェックは、誰もが取り組める環境負荷低減への「初めの一歩」です。

　農林水産業は環境の影響を受けやすいことに加え、農林水産業自体が環境に負荷を与えている側面も
あります。このため、日頃の事業活動の中で新たな環境への負荷が生じないよう、７つの基本的な取組を
実践することが重要です。「みどりチェック」に取り組むことで、皆様が日頃から環境にやさしい取組
を実践されていることを明らかにし、消費者の理解と評価を深めることにもつながります。

どうして農林水産業で環境負荷低減に取り組まなければならないの？

地球温暖化
による
気候変動

大規模自然
災害の増加

メタン CO2

農林水産業には環境によい多面的機能がある一方で、
環境に負荷を与えている側面もあります

お問い合わせ先

農林水産省HP「農林水産省の全補助事業に対する環境配慮のチェック・要件化」はこちらから！

「みどりチェック」の７つの基本的な取組

N P K

適正な施肥 適正な防除 エネルギーの節減

G A S

悪臭・害虫の発生防止

廃棄物の発生抑制
循環利用・適正処分

生物多様性への
悪影響の防止 環境関係法令の遵守

東北農政局環境・技術課
クロスコンプライアンス推進担当
　   022－263－1111（内線4224）

（　さん）

（八戸市南郷　Ｎさん）

（編集後記）
（た）



15 14

　今年はＪＡ八戸の通信販売
にて、お座敷こたつを購入さ
せていただきました。おかげ
様で立ち座りが楽で助かって
おります。

八戸市南郷（Ｎさん）

　紹介されたサツマイモの豚汁、
とってもおいしかったです。

南部町苫米地（Ｎさん）

　自分で育てた野菜の漬物が
おいしくできて食べすぎて
困ります。

新郷村西越（Ｎさん）

　キッズあぐり塾、子どもが
小さい頃、参加させたかった
なあと、今はもう成人した子
どもたちを見て懐かしんでい
ます。

八戸市尻内町（Ｋさん）

編集後記

 あけましておめでとうござ
います。今年も広報誌「Palja」
をよろしくお願いいたします。
皆様のご多幸とご健康をお祈
りし、心豊かな一年になること
を願っております。○た

ローン相談会
農家組合員以外の方でも是非ご相談ください！！

平日はお忙しいお客様と土曜日に
ご相談させていただきます。
ご予約のない方もお気軽にご来場くださいませ。 情報　

掲示板
■ローン相談会のお問い合わせはお気軽にこちらまで
　〈下長支店〉ＴＥＬ：0178－20－1391

　　　　 　住　所：八戸市大字河原木字河原木後10

土令和８年２月21日開催日

午前９時～正午時　間

下長中
○文

至
階
上
町

至おいらせ町

会場

●ドコモショップ下長

デープロ●

ユニバース●

●
トヨタカローラ八戸

下長支店

ガソリンスタンド
●下長小○文

45

会場ご案内図

『ＪＡとのお取引はこれから』というお客様もお気軽にどうぞ!! 

クロスワードの答えの応募方法クロスワードの答えの応募方法

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
「ホシガキ」

クロスワードを解いて、Ａ→Ｄの二重ワクの
文字を順に並べてできた言葉が答えです。

※ご意見・ご感想が記載されていないハガキは抽選の対象から省かせていただきますので、
ご了承ください。

※ご意見・ご感想が記載されていないハガキは抽選の対象から省かせていただきますので、
ご了承ください。

賞品の発送をもって当選
発表とさせていただきます。

12月号の当選者
おめでとう
ございます

（出題）ニコリ

クロスワード

頭の体操

タテのカギ ヨコのカギ

※ご応募いただいた皆様の個人
情報は、「皆様のお声」コーナー
でのご紹介及び、クイズ当選者へ
の賞品発送にのみ、使用させて
いただきます。

　

２月15日の
消印まで有効
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  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ E
「サンガニチ」

　ハガキに「クロスワードの答え」と「ＪＡや本誌に対するご意見・
ご感想」をご記入の上、どしどしご応募ください。
　正解者の中から抽選でグリーンセンター・ＪＡ農産物直売所・
㈱ぱるじゃサービス各給油所・Ａコープ店で利用できる商品券
1,000円分を５名様に差し上げます。

12月号のクロスワードの答え

皆様のお声
皆様からいただいた
ご意見・ご感想を
ご紹介いたします

東北農政局青森県拠点からのお知らせ

「みどりチェック」に取り組みましょう！
（農林水産省の全補助事業に対する環境配慮のチェック・要件化について）
みどりチェック（農林水産省の全補助事業に対する環境配慮のチェック・要件化）とは、

各種の補助事業で環境にやさしい最低限の取組を要件にすることです。

　農林水産省では、令和６年度から全ての補助事業等で「みどりチェック」を導入し、環境にやさしい農林
漁業のための最低限の取組を、事業申請時にチェックシートで提出し、実践していただくことを要件と
しています。令和７年度からは、事業報告時のチェックシート提出と取組内容の確認も始まりますので、

「みどりチェック」へのご理解と取組の実践をお願いします。

みどりチェックは、誰もが取り組める環境負荷低減への「初めの一歩」です。

　農林水産業は環境の影響を受けやすいことに加え、農林水産業自体が環境に負荷を与えている側面も
あります。このため、日頃の事業活動の中で新たな環境への負荷が生じないよう、７つの基本的な取組を
実践することが重要です。「みどりチェック」に取り組むことで、皆様が日頃から環境にやさしい取組
を実践されていることを明らかにし、消費者の理解と評価を深めることにもつながります。

どうして農林水産業で環境負荷低減に取り組まなければならないの？

地球温暖化
による
気候変動

大規模自然
災害の増加

メタン CO2

農林水産業には環境によい多面的機能がある一方で、
環境に負荷を与えている側面もあります

お問い合わせ先

農林水産省HP「農林水産省の全補助事業に対する環境配慮のチェック・要件化」はこちらから！

「みどりチェック」の７つの基本的な取組

N P K

適正な施肥 適正な防除 エネルギーの節減

G A S

悪臭・害虫の発生防止

廃棄物の発生抑制
循環利用・適正処分

生物多様性への
悪影響の防止 環境関係法令の遵守

東北農政局環境・技術課
クロスコンプライアンス推進担当
　   022－263－1111（内線4224）

（　さん）

（八戸市南郷　Ｎさん）

（編集後記）
（た）



～ 会  員  加  入  条  件 ～
ＪＡの定期積立（毎月掛金3,000円～）または定期貯金（定期貯金180,000円以上）を新規ご契約
いただければ「やすらぎの会」会員になることができます。
また、その場で「やすらぎの会」会員証を発行いたします。

※途中解約をされても解約料等はいただきません。解約までの利息が付きます。

 会員特典その１：葬儀に関して
・会員及び会員ご家族の葬儀を当ＪＡで施行した場合、
　①祭壇使用料を10％割引いたします。
　②やすらぎホール利用の場合１時間当たり200円割引いたします。
　③粗品進呈（線香詰合わせセット）いたします。
・墓石を優待価格でご奉仕いたします。
・花環ポスター通常1,000円を800円に割引いたします。

 会員特典その２：㈱ぱるじゃサービスのガソリンスタンドでの優待
・オイル交換　20％OFF（※車検時は除く）　・オイル交換＋エレメント交換30％OFF（※車検時は除く）
・洗車通常価格20％OFF　　　　　　　　　・コーティング10％OFF　　　・手洗い洗車10％OFF

 会員特典その３：会員提携店での優待

～ 「やすらぎの会」会員特典 ～

◆ご利用の際は会員証（カード）のご提示をお願いします。　◆葬儀・法事等の代金は除かせていただきます。　◆飲食代・宿泊代等は同伴家族のみとさせていただきます。

・ご遺体の安置・控室にご利用いただけるほか、家族葬会場としても対応可能です。（15名前後）　・五戸町のあぐりプラザ「やすらぎホール」同様、１棟で２組までご利用いただけます。
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八戸農業協同組合

JA葬祭「やすらぎの会」
会員を募集しています

ＪＡ八戸組合員の皆様へ

お問い合わせ先 JA八戸  営農経済部  購買課：TEL．0178 － 61 － 6321　JA全農あおもり  県南葬祭センター：TEL．0120 － 7676 － 04
施設についてのお問い合わせ：９時～16時（遺体搬送・葬儀のご依頼：24時間受付）

八戸パークホテル（八戸市）
小田原青果（八戸市）
五戸まきば温泉（五戸町）
旅館さ・くら屋（五戸町）
フラワーブティック花季節（五戸町）
ゆーもあ美容室（五戸町）
割烹白山（三戸町）
ハリカ八戸店（八戸市）
食事処おいらせ（十和田市）
共栄社クリーニング（十和田市）

宿泊代10％OFF、レストラン飲食代10％OFF（※ランチ除く）
お買い物代５％OFF
入浴料100円引き
宿泊代５％OFF
お買い物代５～10％OFF
美容一般（パーマ・ストレート等）技術料10％OFF
飲食代10％OFF（※ランチのみ・要予約）
ご利用時に粗品進呈
食事代10％OFF
クリーニング代10％OFF

やすらぎホール南部ＪＡ葬祭

やすらぎホール南部
〒039－0106 南部町大字相内字上ノ平43－4

（ＪＡ八戸南部支店敷地内）

●
㈱髙橋商事

●

Honda Cars
みちのく
南部店

●
ＪＡ八戸　南部支店

「やすらぎの会」会員のお問い合わせ・お申し込みはＪＡ本店・支店窓口へ

下長支店  TEL.  0178－28－2047
上長支店  TEL.  0178－27－2115
階上支店  TEL.  0178－88－2221

倉石支店  TEL.  0178－77－2051
五戸支店  TEL.  0178－62－6111

三戸支店  TEL.  0179－22－3311
南部支店  TEL.  0179－23－8988

ＪＡ八戸 営農経済部 購買課  TEL.  0178－61－6321　本店 金融課  TEL.  0178－70－7712


